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八尾市立中学校給食食材発注指示書 

 

１．総則 

  八尾市立中学校給食の調理配膳等業務履行に当たっての給食材料（以下｢食材料｣という。）の発注

については、食品衛生に関する法令等を遵守することはもとより、学校給食法の趣旨を十分理解しつ

つ、この「八尾市立中学校給食食材発注指示書」（以下｢指示書｣という。）に基づき適正に行うこと。 

  この指示書は、八尾市立中学校におけるデリバリー方式により実施する学校給食の食材料の調達に

ついて適用する。 

 

２．給食材料費 

  保護者が負担する給食費は全て給食材料費に充て、１食あたり食材料費は給食費を基準とすること。

なお、食材の選定等に係る費用等の諸経費は、給食材料費に一切含まない。 

 

３．帳票類の作成について 

  食材料の選定、発注、納品、検収、支払い、アレルギー関係資料等食材料に伴う帳票類はすべて当

該給食実施後３年間保管し、常に監査出来る状態にすること。 

 

４．食材料の選定 

  食材料の選定については、食材料の安全性、経済性を確保するため、次の事項を遵守すること。 

また、使用する食材料は委託者に事前に食品分析表を提出する等申請し、許可を受けた上で使用す

ること。 

Ａ． 食材料は国内産を基本とすること。国内産の調達が難しい場合は委託者に報告し、委託者との

協議の上対応すること。 

Ｂ． 複数の業者より見積を徴収し、経済的な方法において契約すること。また、複数の業者より見

積を行った際の見積書を保管すること。 

Ｃ． 使用する食材料は、必要に応じてサンプルを徴収し給食の食材料としてふさわしいかを確認し

採用すること。また、確認したサンプルの一部は、一定期間保管すること。 

Ｄ． 使用する食材料は、「八尾市立中学校給食用物資規格基準」に適合した食材料を自社で調達し、

適切な衛生管理及び温度管理のもと保管すること。 

Ｅ． 事前に指示する食品については、細菌検査、残留農薬検査、ヒスタミン検査、放射能物質検査

等の結果を確認すること 

Ｆ． 消費期限を遵守し可能な限り新しい食材料を採用し使用すること。 

Ｇ． 可能な限り食品添加物（着色料、漂白剤、甘味料、酸化防止剤、乳化剤、保存料、製造用剤等）

を含まない製品を採用すること。 

Ｈ． 使用する食材料の納入業者より必ず成分表を徴収し、アレルギーの情報を書面にて確認し、報

告すること。 
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５．食材料の納品・検収 

Ａ． 食肉類、魚介類などの生鮮食品は、原則として当日搬入するとともに一回で使い切る量を購入

すること。 

Ｂ． 納入業者から食品を納入させるに当たっては、検収室において食品の受け渡しを行い、下処理

室及び調理室内に立ち入らせないこと。 

 Ｃ． 検収は、あらかじめ定めた検収責任者が、食品の納入に立会いし、品名、数量、鮮度、箱、袋

の汚れ、破れその他の包装容器等の状況、異物混入及び異臭の有無、消費期限又は賞味期限、製

造年月日、品温（納入業者が運搬の際、適切な温度管理を行っていたかどうかを含む。）、ロット

番号その他ロットに関する情報について、毎日点検を行い記録すること。 

 Ｄ． 食品は、検収室において、専用の容器に移し替え、下処理室及び食品の保管室に段ビール等を

持ち込まないこと。また、検収室に食品が直接床面に接触しないよう床面から６０ｃｍ以上の高

さの置台を設けること。 

 

６．その他 

  この指示書に定めのない事項が生じた場合は、必要に応じて委託者及び受託者が双方協議の上、こ

れを定めるものとする。 


